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だれが踊りよるかすぐわかるばい

（ナイター照明の下で盆踊り大会）

人のうこき（去盤能書）

人　　口　　　12，391人（＋35）

男　　　　　5，994人（十16）

女　　　　　6，397人（＋19）

世帯数　　　　3，461声（＋16）

（）内は前月比

㊧20⑮101

日　日　日　日　日

秋彼敬白二
分岸老の百
の人の愛十
日　　目謹　白

デ

9月のこよみ花
　
暦
　
　
ふ
よ
う
（
繊
細
な
美
）

誕
生
石
　
　
サ
フ
ァ
イ
ア
（
慈
愛
）

9
月
の
書
簡
用
語

初
秋
、
新
秋
、
早
秋
、
新
涼

秋
色
、
秋
気
、
涼
風
、
浦
波

長
　
月
（
な
か
づ
さ
）

夜
長
月
を
つ
め
た
も
の



第215号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（2）

遠賀町財政事情の公表（上）

＞じ＞D＞＞昭和52年度決算見込額の概況くくく＜］＜

昭和52年度一般会計収入状況表

費　　　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �構成比　％ 

1　町　　　　　　　　　税 �351．155 �65，336 �14．9 

2　自動車重量譲与税 �16．892 �2，399 �0．7 

3　娯楽施設利用税交付金 �23，778 �2，238 �1．0 

4　自動車取得税交付金 �17，120 �856 �0．7 

5　地　方　交　付　税 �488，340 �60，189 �20．7 

1，642 �190 �0，1 

7　分担金及び負担金 �60，513 �46．210 �2．6 

8　使用料及び手数料 �4，818 �784 �0．2 

9　国　臆　支　出　金 �480．049 �△33，803 �20．3 

10　県　　支　　出　　金 �96，506 �△88，264 �4，1 

11財　　産　　収　　入 �53，511 �32．243 �2．3 

12　寄　　　　附　　　　金 �82，349 �70．549 �3．5 

13　繰　　　　入　　　　金 �32，989 �△30，611 �1．4 

14　繰　　　　越　　　　金 �186，823 �75，461 �7．9 

15　諸　　　　収　　　　入 �203，274 �△24，634 �8．6 

16　町　　　　　　　　償 �259，170 �△187，630 �11．0 

歳　　入　　合　　計 �2，358，929 �△8，487 �100．0 

たばこは町内で買いま　し　ょ　う

財
政
事
情
の

公
表
に
あ
た
っ
て

昭
和
裁
年
度
は
、
円
高
不
況
に
よ
る

経
済
の
停
滞
に
よ
り
、
地
方
財
政
も
全

般
的
に
さ
び
し
い
年
で
し
た
。

こ
の
不
況
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
、
稜

々
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
客
観

情
勢
は
い
ま
だ
に
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
い
経
済
の
回
復
を
煩
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昭
和
裁
年
度
遠
賀
町
の
決
算

見
込
韻
が
で
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
町

政
に
対
す
ろ
こ
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
誰
年
度

一
般
会
計
の
概
況

昭
和
5
2
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
十

五
億
八
千
三
百
一
万
四
千
円
で
し
た

が
、
そ
の
後
補
助
事
業
等
の
決
定
や
単

独
事
業
の
施
行
等
に
よ
り
、
最
終
予
算

額
は
、
二
十
一
億
八
千
八
百
八
十
三
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
、
蔵
人
二
十

三
億
五
千
八
百
九
十
二
万
九
千
円
、
歳

出
二
十
一
億
九
千
二
百
五
十
一
万
九
千

円
で
差
引
残
額
一
億
六
千
六
百
四
十
一

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
翌
年
度
へ

事
業
に
附
隠
し
た
繰
越
は
な
く
実
質
収

支
額
は
一
億
六
千
六
百
四
十
一
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
状
況

歳
入
総
額
は
二
十
三
憶
五
千
八
百
九

十
二
万
九
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
る
と

0
・
4
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
収

入
全
体
の
な
か
で
地
方
交
付
税
の
比
率

が
2
0
・
1
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
国

睡
支
出
金
（
2
0
・
3
％
）
町
税
（
調
・

9
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
か
で
前
年
度
に
比
べ
て
減

額
に
な
っ
た
費
目
は
、
県
支
出
金
（
4
7

・
8
％
減
）
、
町
償
、
繰
入
金
、
国
庫

支
出
金
、
諸
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
増
と
し
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

開
設
に
伴
い
分
担
金
及
び
負
担
金
が
大

巾
に
増
加
し
、
他
に
師
範
、
地
方
交
付

税
等
が
前
年
に
比
べ
て
増
収
し
て
い
ま

す
o

支
出
の
状
況

歳
出
総
額
二
十
一
億
九
千
二
百
五
十

一
万
九
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
0
“

5
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
大
別
す
る
と
消
費
的
経
費
と

投
資
的
経
費
及
び
そ
の
他
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
各
々
の
支
出
構

成
比
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
よ
り
顕
著
に
増
え
た
費
目

は
、
公
債
費
（
約
・
1
％
増
）
を
筆
頭

に
、
積
立
金
、
物
件
費
（
小
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
開
設
に
よ
る
）
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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性質別支出状況表

区　　　　分 �決算額 （千円） �椛諾比 

人　　件　　費 �352．846 �16．1 

抱∴∴件∴∴粛 �207，317 �9． 

維　持　補　修　費 �22，885 �1． 

扶　　　助　　　費 �152，650 �7． 

補　助　寅　等 �167，137 �7． 

公　　　債　　　費 �120，215 �5．5 

額　　　立　　　金 �109，544 �5． 

投資出費及び貸付金 �74，340 �3．4 

繰　　　出　　　金 �13，023 �0， 

普通建設諒柴費 �840，324 �38． 

災害後旧事業費 �16，584 �0． 

失業対策事業費 �115，654 �5． 

合　　　　計 �2．192，519 �100， 

一般会計住民負担の状況

619，触円ト一世誇当りく　昭和52年度一般会計支出状況表

離　　　　日 �決算額 �対前年度 増減額 �構成比 
（千円） �（千円） �′′ 

1　談　会　費 �46，533 �8．366 �2．1 

2　総∴務∴費 �334，080 �77，833 �15．2 

3　民　生　費 �270，241 �51，016 �12． 

4　衛　生　費 �76．399 �8，683 �3． 

5　労∴勧　賞 �115，814 �17，313 �5． 

6　農林水産業費 �113，146 �△57，175 �5．2 

7　商　工　費 �12，120 �112 �0． 

8　土　木　費 �515，042 �34，682 �23． 

9　消　防　費 �66，004 �11，247 �3． 

10　教　育　費 �503，803 �△188，052 �23． 

11災害復旧費 �16，藤嶋 �11，545 �0． 

12　公　債　費 �120，334 �33，937 �5． 

13　講　支　出　金 �2，419 �2，419 �0．1 

14　予　備∴、 � � � 

歳出合計 �2．192．519 �11，926 �100． 

健魔と活力づく　りにご飯を食べましょ　う

∴「

昭
和
酸
年
度
一
般
会
計
性
質
別
内
訳
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事故をよぶ酒が疲労がスピードが
9月21日～9月30日

秋の交通安全運動

横断は　見る　くせ　待つくせ　止まる　くせ

交
通
事
故
の
現
状

昭
和
裁
年
中
に
お
け
る
福
岡
県
で
の
交

通
疎
放
の
発
生
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
昭
和
4
6
年
以
来
6
年

え
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

交
通
部
故
の
発
生
件
数
は
約
2
万

故事兵衛ので

4
千
件
。

紡
者
に
い

た
っ
て
は

約
3
万
3

千
件
で
、

子
供
を
含

め
た
遼
賀

町
民
1
人

が
、
1
年

運
転
者
と
し
て
の
資
格
が
あ
り
ま
せ

ん。
▽
皐
ど
う
し
の
事
故
の
7
0
％
が
「
出
合

頭
衝
突
」
　
「
追
突
」
　
「
右
左
折
時
側

面
衝
突
」

い
ず
れ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
一
つ

で
防
げ
る
郵
政
で
す
。
基
本
的
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
車
両
単
独
事
故
の
相
手
は
教
権
が
多

こ
れ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意
が
原

因
で
す
。

▽
事
故
発
生
は
国
道
上
が
多
い

税
∴
に
2
回
事

場
　
故
に
あ
い

役
　
3
回
ケ
ガ

を
し
た
の

と
同
じ
数

う
ど
島
津
地
区
と
松
の
木
地
区
の
人
口
　
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

の
合
計
と
同
じ
で
す
。
減
っ
た
と
は
い

発
生
し
た
事
故
の
特
徴

発
生
し
た
交
通
醇
故
を
分
析
す
る
と

▽
交
通
弱
者
の
被
害
が
多
い

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
が
、
死
者

の
2
9
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い

ます。

▽
青
少
年
（
1
6
～
1
9
歳
）
の
事
故
率
が

青
い
年
令
別
で
は
2
0
代
の
死
者
数
が
全
体

1
9
パ
ー
セ
ン
ト
と
巌
も
多
い
の
で
す

か
構
成
人
口
当
り
で
は
背
少
年
が
ト

ップ。

▽
悪
質
違
反
の
死
亡
率
が
青
い

死
者
中
に
占
め
る
悪
質
避
反
者
の
割

合
は
、
飲
酒
9
・
8
、
速
度
1
8
・

5
、
追
越
1
・
6
、
歩
行
者
妨
害
1

・
2
、
踏
切
7
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
。

合
計
死
者
1
1
8
人
で
全
体
の
4
4
・
7
パ

ー
セ
ン
ト
。

▽
自
動
車
－
千
台
当
り
の
事
故
率
は
営

業
車
が
ト
ッ
プ

自
家
用
車
の
6
・
1
倍
の
事
故
率
。

▽
歩
行
者
事
故
は
7
3
・
8
パ
ー
セ
ン
ト

が
横
断
中
に
発
生

特
に
板
断
歩
道
を
械
断
中
の
専
政
が

棚
件
発
生
し
、
1
3
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
事
故
を
思
す
人
は
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
の

重

　

点

　

目

　

標

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
今
年
も

9
月
2
1
日
（
木
）
か
ら
9
月
5
0
目
（
土

）
ま
で
の
1
0
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
遊

動
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
特
に

▽
歩
行
者
、
自
重
転
利
用
者
、
特
に
子

供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

買
い
物
途
中
の
主
婦
、
遊
び
に
夢
中

の
子
供
達
、
自
転
車
に
乗
っ
た
人
（

特
に
子
供
と
お
年
脊
）
等
は
、
次
に

ど
ん
な
行
動
を
と
ろ
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
注
萬
し
た
上
に
も
も
う
一
度
注

意
し
て
、
交
通
弱
者
を
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

▽
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
、
安
全
連

語
の
促
進

事
の
醜
傭
点
検
を
し
て
い
ま
す
か
。

体
調
の
悪
い
嶋
の
運
転
、
む
り
な
過

積
載
、
過
労
運
転
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
機
械
も
人
間
も
完
調
の
時
に
、

そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
ま
す
。
人

も
単
も
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
踏
切
事
故
の
防
止

万
一
、
踏
切
内
で
エ
ン
ス
ト
し
て
、

ど
う
に
も
な
ら
な
く
は
っ
た
ら
、
近

く
の
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
て
列
車
を

止
め
て
下
さ
い
。
少
く
と
も
郵
故
だ

け
は
防
げ
ま
す
。
踏
切
は
必
ず
安
全

を
確
認
し
て
安
全
に
通
過
し
ま
し
ょ

え
ノ
○

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

自
分
の
身
を
守
る
た
め
で
す
。
必
ず

装
着
し
て
下
さ
い
。
最
初
は
少
し
き

ゅ
う
く
つ
で
も
す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
。

と
に
か
く
自
分
自
身
を
守
る
た
め
で

す
か
ら
。

交
通
事
故
は
、
起
こ
し
た
万
も
起
こ

さ
れ
た
方
も
一
生
暗
い
気
棒
で
す
ご
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
交
通
尊
敬
の

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
秋

の
交
通
安
全
連
動
に
皆
さ
ん
の
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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見舞金額＜53年10月1日から潮→

災害　の　程　度 �金　　額 

1簿級 �死　　　　　　亡 �100万円 

2　繕澱 �不　具　廃　疾 �100万円 

3　簿叡 �180日以上の医師の治 �16．5万円－ 
鞍を要した傷害　・ �3．5万円 

4　第級 �90日以上180日未満の �8万円－ 
医師の治療を要した傷害 �2．7万円 

5　奪級 � �3．5万円－ 
師の治旗を要した傷害 �2万円 

6　籍鍛 �7日以上30日未満の医 �2万円－ 
師の治頭を要した揚害 �1．4万円 

◎入院をしない場合は各等級の最低額です。

◎1、2等級は事故が直接の原因で365日以内に死亡

し、又は不具魔疾（労災の2等級相当）になられた

ときに支払います。

あぶないよ、わき　見、無灯火、二人乗　り

▽
交
通
事
故
証
明

▽
医
師
の
診
断
書

▽
交
通
共
済
の
領
収
書
（
黄
色
の
紙
）

▽
交
通
部
故
証
明
の
と
れ
な
い
自
転
車

で
の
単
独
転
倒
等
は
、
役
場
に
あ
り

ま
す
用
紙
に
、
日
曜
者
2
人
の
植
明

を
つ
け
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

．
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老
人
交
通
共
済
制
度
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ヽ
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h

見
舞
金
最
高
額
が
l
0
0
万
円
に

1
日
わ
ず
か
1
円
の
掛
金
で
、
最
高

朋
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
の

交
通
共
済
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
掛
金
で
、
不
幸
に
し
て
事
故

に
あ
わ
れ
た
方
々
の
お
役
に
だ
て
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
基
本
に

し
た
共
済
制
度
で
す
。

遠
賀
町
で
は
、
す
で
に
町
の
人
口
の

仙
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
5
、
2
9
0

人
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
舞
金
は
昨
年
1
年
間
で
、

1
0
件
（
死
亡
2
、
負
傷
8
）
二
百
一
万

二
千
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

「
交
通
尊
敬
で
見
舞
金
を
受
け
取
る

」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
な
い
に
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
万
が

一
不
幸
に
し
て
交
通
尊
敬
に
あ
わ
れ
た

と
き
、
1
日
1
円
の
交
通
共
済
が
、
少

し
で
も
お
役
に
た
て
た
ら
と
、
町
民
の

増
さ
ん
に
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す

一
一
加
入
の
申
し
込
み
一
一

9
月
中
に
ピ
ン
ク
色
の
申
し
込
み
用

紙
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
必
要

専
項
を
ご
記
入
の
上
、
掛
金
と
と
も
に

区
長
さ
ん
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

0
0
蔵
以
上
の
方
は
、
町
で
掛
金
を
負

担
す
る
老
人
交
通
共
済
が
あ
り
ま
す
の

で
、
下
記
の
老
人
交
通
共
済
の
櫛
を
こ

ら
ん
下
さ
い
。

一
一
加
入
資
格
＝

遠
賀
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に

勤
務
先
の
あ
る
方
。

一
一
掛
　
　
金
一
一

1
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

か
ら
加
入
さ
れ
る
と
き
は
1
カ
月
5
0
円

で
、
加
入
さ
れ
た
月
か
ら
次
の
9
月
ま

で
の
月
数
に
3
0
円
を
乗
じ
た
額
で
す
。

一
一
出
　
資
　
金
＝

今
年
新
し
く
加
入
さ
れ
る
世
帯
は
、

一
世
帯
に
つ
き
百
円
の
出
資
金
が
必
要

で
す
。
一
度
加
入
さ
れ
れ
ば
次
の
年
か

ら
出
資
金
は
不
要
で
す
。

一
一
共
済
期
間
；

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
の
9
月
5
0

日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。
中
途
加
入
の

場
合
は
、
加
入
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら

初
め
て
到
来
す
る
9
月
釦
日
ま
で
で
す

＝
鷲
と
被
る
憲
一
一

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
自
転

車
、
荷
車
、
牛
革
、
馬
車
、
耕
運
機
、

汽
車
、
璃
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
空
中

ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
、
昇
降
機
、
気
動

車
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
北
九
州
市
営

渡
船
に
よ
る
国
内
で
の
事
故
で
、
前
記

の
交
通
周
東
用
具
に
よ
り
通
常
運
行
さ

れ
る
べ
き
場
所
で
発
生
し
た
交
通
革
故

に
よ
っ
て
、
死
亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け

ら
れ
た
方
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
払
い

ます。但
し
、
次
の
潰
合
は
見
舞
金
の
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
契
約
者
の
故
意
ま
た
は
霞
大
な
過
失

に
よ
る
尊
敬

∇
交
通
三
悪
（
承
知
の
同
乗
者
を
含
み

ま
す
）
で
あ
る
飲
酒
運
転
、
無
免
許

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
車
扱

▽
地
震
そ
の
他
の
異
常
な
天
災
に
よ
る

尊
敬

▽
工
場
の
稚
内
や
自
動
車
教
習
所
な
ど

一
般
の
交
通
の
た
め
に
睨
放
さ
れ
て

い
な
い
場
所
で
の
事
故
。

一
一
見
舞
金
の
請
求
一
一

次
の
書
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
庶
務
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

遠
賀
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
的

賎
以
上
の
方
で
、
昨
年
老
人
交
通
共
済

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
加
入
由
講

を
さ
れ
る
と
無
料
（
町
が
掛
金
を
全
額

負
担
）
で
老
人
交
通
共
済
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
由
講
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
昨

年
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
申
請
が
な
い

揚
合
は
7
0
歳
以
上
で
も
老
人
交
通
共
済

に
加
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

申
し
込
み
用
紙
は
区
長
さ
ん
の
と
こ

ろ
と
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
寧

項
を
ご
記
入
、
押
印
の
上
、
役
場
ま
で

お
届
け
下
さ
い
。

一
度
老
人
交
通
共
済
に
加
入
さ
れ
る

と
、
次
の
年
か
ら
は
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
加
入
者
に
は
加
入
時
に
、
加

入
資
格
が
な
く
な
る
ま
で
（
転
出
・
死

亡
等
）
有
効
な
加
入
者
証
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

一
般
交
通
共
済
、
老
人
交
通
共
済
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
庶
務
課
へ
お
闘
い
合
せ
下
さ
い
。
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闇
）る　よ　く

l　た　い；
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lに　　′
∴＿一．．．．一一・・．J

いかそ　う　守ろ　う　みんなの道路

権
の
歴
史
に
学
び

正
し
い
認
識
を

ム
ー
ら
く
　
　
れ
さ
：
レ
∴
∴
一
乍
な
そ
う

部
落
の
歴
史
と
創
造
へ
の
あ
ゆ
み

s
ベ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
お
人
せ
い
と

差
別
の
お
こ
り
と
賎
民
制
度

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
ろ
日
本
の

と
　
も
　
　
　
　
　
持
寄
　
　
　
　
　
　
　
で
，
°
′
，
ま
ん
a
ん
　
農
具

土
地
は
、
大
む
か
し
（
数
十
万
年
も
前

こ
ろ
）
は
大
陸
と
地
続
き
で
し
た
が
、

今
か
ら
お
よ
そ
一
万
年
ほ
ど
前
に
、
四

邦
を
灘
で
離
ま
れ
だ
雑
部
と
し
て
、
形

づ
く
ら
れ
た
と
議
か
ら
れ
ま
す
o

に
ん
W
L
…
∴
∴
し
∴
T
ん
∴
し
　
く
よ
っ

そ
の
こ
ろ
は
、
人
間
が
自
然
の
種
物

や
跳
隣
を
と
っ
て
野
瀧
し
て
い
た
酌
碓

た
が
い
∴
∴
　
i
う
p
e
∴
　
i

で
、
人
び
と
は
お
互
　
に
カ
を
合
わ
せ

喰

た

ら

　

　

　

は

た

ら

　

　

　

　

t

 

b

t

，

と

，

て
働
き
、
働
い
て
得
た
も
の
は
平
等
に

願
ん
は
い
　
　
　
　
し
ヾ
ん
　
　
　
た
た
か
　
　
　
を
か
∴
∴
∴
い

分
配
し
、
自
然
と
の
闘
い
の
中
で
生
き

の
び
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
支
配
し
た
り
支
配
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
は
な
く
、
貧
富
の
ち
か
い
も
、

差
別
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
ま
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
口
や
く
a
A

と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
二
千
三
百
年
は

支
え
∴
∴
∴
－
い
り
く
　
　
　
　
い
ね
∴
∴
食
言
ん
い
　
　
つ
た

ど
前
に
、
大
陸
か
ら
稲
の
栽
培
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
米
づ
く
り
が
は
じ
ま
り

の
〕
’
ふ
，
　
ひ
ら
　
　
　
　
ど
う
ぐ
　
　
r
b
o
つ
　
　
し
ん
二
は

塵
薬
が
開
け
、
道
具
や
技
術
が
進
歩
す

せ
い
き
ん
り
よ
く
　
で
，
た
い
　
　
L
t
く

る
に
つ
れ
て
、
生
産
力
は
増
大
し
、
食

h
′
ふ
う
　
で
う
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
か
い
　
　
筆
録

樋
の
増
産
を
も
た
ら
し
、
社
会
は
大
き

く
齢
伸
し
ま
し
た
。
そ
し
て
収
穫
物
の

ふ
ん
ば
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
は
い
　
　
o
　
し
は
い

分
配
を
め
ぐ
っ
て
、
支
配
と
被
支
配
の

小
人
け
い
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
し
ご
く
　
　
し
す
く
　
　
と
あ

関
係
が
生
ま
れ
、
氏
族
と
氏
族
が
富
を

め
ぐ
っ
て
争
い
あ
う
よ
う
に
な
り
、
支

配
す
る
も
の
は
、
支
配
を
つ
づ
け
る
た

た
い
は
，
り
つ
り
ふ
う
　
　
　
は
う
う
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
人
時
人

大
宝
律
令
で
、
法
律
に
よ
っ
て
人
間
を

o
t
う
え
ん
∴
せ
ん
み
ん
∴
∴
」
　
　
　
　
　
l
 
e
く
　
そ
う
り
ふ

良
民
と
賎
民
に
分
け
、
貴
族
・
僧
侶
・

榔
獣
・
齢
球
を
則
威
少
し
、
そ
れ
以
舞

の
歳
び
と
は
解
離
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
が
、
日
本
に
お
け
る
賎
民

鮒
政
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
そ
の
讐
紗
剋
七
一
〇
観
か
ら
ほ
じ

o
∴
ふ
．
＿
）
せ
い
　
　
　
　
へ
い
あ
ん
b
は
い

ま
っ
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

l

で

く

　

U

や

D

 

b

ぶ

ん

　

　

b

 

o

～

け
て
輿
族
や
社
寺
な
ど
が
自
分
の
私
有

地
と
し
て
荘
園
を
つ
く
り
ま
し
た
。
荘

離
襲
、
窮
を
離
め
、

せ
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
し
輔
離

別
剣
劇
捌
引
羽
目
・
蟄

離
別
割
引
引
別
、
劇
刷
劉

l
〇
、
割
引
幽
閉
引
謝
闇
討
i
i

引
日
月
。
こ
れ
は
ふ
欝
に
お
け

る
離
襲
塾
饗
の
繋
剛
撥
を
み

る
と
き
も
離
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
こ
こ
で
、
は
っ
き
り
し
て

お
か
ね
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
「
こ
れ
ら
の

朕
藤
牧
と
託
の
整
議

態
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
o
こ
の
こ
と
は
離
れ
鰊
熊
談
酌
鈴

ぬ
け
出
す
こ
と
に
戯
排
す
れ
ば
座
民
や

徽
着
に
さ
え
は
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
つ
ま
り
豊
臣
秀
吉
の
こ
ろ
ま
で
は

蔀
轍
磐
か
の
か
餅
と
い
う
も
の
は
一
応網，

ウ
調
う
と
，
で
l
∴
∴
h
t
　
7
し
ん

あ
っ
て
も
、
か
な
り
流
動
的
で
、
両
親

が
賎
民
で
あ
っ
て
も
、
子
や
孫
は
そ
れ

か
ら
抜
け
出
す
自
由
が
残
っ
て
い
た
わ

い
　
b
 
i
b
【
こ

け
で
す
。
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

め
に
人
間
の
な
か
に
差
別
を
つ
く
り
だ

四
世
織
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
宙
嫌

と
，
？
く
　
　
綿
録
　
　
　
　
は
か
　
　
よ
ん
か

（
む
か
し
の
豪
族
の
大
き
な
基
）
文
化

じ
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
裏
と
ら
よ
～
て
い

時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
大
和
朝
廷
が
で

き
た
こ
ろ
に
は
、
身
分
の
ち
か
い
が
、

は
っ
き
り
し
て
き
て
い
ま
す
。

せ
い
－
　
　
c
o
C
b
∴
∴
¢
く
曾
ん
∴
鷹
こ
く
a
大
食
ふ

七
世
紀
の
中
頃
へ
約
千
三
百
年
間
）

水
位
の
翰
釈
雑
わ
れ
、
日
本
の
国
も

国
家
ら
し
い
体
裁
を
と
と
の
え
て
い
き

ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
つ
く
ら
れ
た

収
穫
物
を
よ
り
多
く
す
る
た
め
に
は
、

の
う
え
ん
　
の
う
義
軍
，
　
せ
ん
a
ん

農
民
を
農
業
に
専
念
さ
せ
ね
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
雛
、
鍵
、
鵬
か
ご
な
ど

小
暮
0
，
ざ
じ
p
づ
し
や
∴
∴
∴
∴
と

の
道
具
を
つ
く
る
下
級
技
術
者
や
、
遭

L
t
，
九
人
∴
∴
∴
か
い
き
ん
一
つ

い
と
こ
ろ
に
あ
る
荘
園
か
ら
生
産
物
を

じ
】
f
ん
∴
∴
－
レ
l
　
　
　
　
隊
と
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
慮
ん
は
ん

自
分
の
屋
敷
ま
で
運
ぶ
た
め
の
運
搬
人

も
胱
鄭
と
な
り
ま
し
た
o
歌
い
は
、
齢

l
 
t
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
L
p
∴
∴
∴
ご
「
ら
く

作
が
き
つ
い
季
節
に
は
、
一
種
の
娯
楽

で
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
煎
師
や
胱
難
航

な
ど
を
お
き
、
こ
う
い
う
仕
事
を
挫
民

い
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
じ
ふ
∴
∴
∴
∴
裏
年

以
外
の
い
わ
ゆ
る
「
赦
所
」
の
民
に
さ

と
う
し
ん
∴
∴
∴
∴
▲
∵

答
申
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
紋
所
の
民
と
か
、
一
定
の

鎚
蔀
が
も
た
ず
漑
厨
に
醸
し
た
離
廊

者
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
ろ
は
終
生
で

は
な
く
、
あ
る
機
会
が
あ
れ
ば
抜
け
出

す
こ
と
が
で
き
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
繊
座
談
献
僻
緋
の
も
と
に
お
け
る

こ
て
い
∴
∴
∴
∴
・
．
f
g
い
と
ー
∴
一
重
つ
曾

固
定
き
れ
た
身
分
制
度
と
全
く
ら
が
い

あ
ふ
ん
　
e
D
∴
∴
∴
曾
4
曾

ま
す
。
ど
ん
な
身
分
の
者
で
も
賎
民
の

仕
か
　
　
い
　
　
　
　
0
人
あ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
を
人
力
人

中
に
入
れ
ば
賎
民
と
な
り
、
賎
民
で
も

私
た
ら
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
法

務
局
や
人
権
猿
謹
委
員
連
合
会
で
は
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
今
年
は
次
の
三
項
目
を
活
動
の
重

点
目
標
と
し
て
各
地
で
活
動
を
し
て
い

ます。
▽
対
話
に
よ
っ
て
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
作
り
ま
し
ょ
う

▽
都
尾
骨
善
く
し
ま
し
ょ
う

▽
婦
人
の
社
位
向
上

こ
れ
ら
の
事
頃
は
、
私
達
の
日
常
生

活
の
な
か
で
の
実
践
を
通
し
て
達
成
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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遠
賀
町
銘
球
技
大
会
の
成
績

8
月
6
日
、
町
内
の
小
学
生
、
中
学

生
を
対
象
に
し
た
、
少
年
少
女
球
技
大

会
が
開
他
さ
れ
ま
し
た
が
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
は
虫
生
津
チ
ー
ム
が
5
年
連
続
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
浅
木
チ
ー
ム
が
3
年

連
続
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

以
下
の
成
談
は
次
の
通
り
で
す
。

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ナ
イ
タ
ー
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

広
渡
小
学
校
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
を
、

次
の
通
り
一
般
関
放
し
ま
す
。

∇
開
放
日
時

1
0
月
1
日
～
1
0
月
針
目
の
期
間

午
後
6
時
～
午
後
9
時
3
0
分

▽
使
用
申
し
込
み

9
月
2
0
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ
。

▽
使
用
料

軟
式
野
球
　
　
　
　
三
千
円

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
　
二
千
円

▽
利
用
者
基
準

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
者

が
、
成
人
を
含
む
1
0
人
以
上
の
団
体

を
構
成
し
て
い
る
こ
と
。

▽
利
用
日
の
決
定

利
用
申
し
込
み
者
に
よ
る
話
し
合
い

を
次
の
日
時
に
行
な
い
、
利
用
日
を

決
定
し
ま
す
。

。
日
時
　
9
月
2
5
日
へ
月
）

午
後
7
時
3
0
分

。
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
そ
の
他

問
い
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
　
（
起
請
⑤
1
3
5
5
～
6
）

こ
れ
か
ら
の
体
育
行
事

町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
結
成

昨
今
の
国
民
の
健
康
状
態
は
誠
に
憂

慮
に
堪
え
な
い
状
況
が
国
民
健
康
調
査

の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
、
有
病

率
で
は
昭
和
5
0
年
の
約
4
倍
、
本
町
も

そ
の
例
外
で
は
な
く
最
近
特
に
成
人
病

を
中
心
と
す
る
不
健
康
者
が
増
え
、
社

会
生
活
や
医
療
上
新
た
な
問
題
を
生
み

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
下
、
本
年
度
町
重
点
政
策
と
し
て
町

民
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
強
力
に
展
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

応
し
て
本
年
7
月
に
遠
賀
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
次
の
万

々
が
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は

健
康
づ
く
り
に
関
与
す
る
各
種
団
体
で

構
成
し
、
総
合
的
に
健
康
づ
く
り
推
進

運
動
を
展
開
す
る
予
定
で
す
の
で
、
今

後
共
各
地
区
団
体
毎
の
推
進
員
の
方
々

を
通
し
て
、
ご
相
談
等
が
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

石
田
　
知
行

青
柳
　
元
成

片
山
　
武
司

二
村
ク
ニ
子

石
松
　
君
子

小
川
　
初
江

織
田
　
静
子

遠
萄
保
健
所
長

青
柳
病
院
副
院
長

遠
賀
中
間
医
師
会
理
事

（
遠
賀
町
支
部
長
）

町
区
長
会
会
長

選
賀
中
間
地
区
衛
生
連

合
会
会
長
（
遠
賀
町
選

出
理
事
）

町
区
長
会
副
会
長

遠
賀
町
公
民
館
分
館
長

会
会
長

町
体
育
協
会
長
・
町
体

育
指
導
委
員
会
長
・
那

体
育
協
会
長

町
国
保
運
営
委
員
会
会

長
・
町
顎
会
議
貝

町
婦
人
会
長

町
婦
人
会
副
会
長

町
食
生
活
改
善
推
進
会

長町
食
生
活
改
替
推
進
副

会
長

町
誌
編
纂
資
料
展
示
会
を
開
催

約
年1
0
月
的
日

1
0
月
1
5
日

1
0
月
2
2
日

Ⅱ
月
1
9
日

1
2
月
1
7
日

5
4
年3
月
日
日

第
1
3
回
町
民
体
育
祭

子
ど
も
相
撲
大
会

少
年
剣
道
大
会

第
1
回
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

第
4
回
駅
伝
大
会

第
7
回
町
民
走
ろ
う
会

遠
賀
町
の
歴
史
を
後
世
に
残
し
た
い

と
い
う
車
か
ら
、
町
藷
編
纂
に
取
り
組

ん
で
5
カ
月
、
皆
さ
ん
方
の
周
辺
に
あ

る
賢
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
た
く

等
、
極
々
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
し
、
こ
こ
に
中
間
報
告
と

し
て
展
示
会
を
次
の
と
お
り
関
倒
し
ま

す
の
で
、
期
間
中
に
是
非
ご
覧
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
お
手
許
に
町
誌
の
資
料
に
な

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
御
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

▽
展
示
会
日
時

9
月
2
3
日
－
9
月
5
0
日

毎
日
午
前
8
時
0
0
分
よ
り

▽
展
示
場
所

遠
賀
町
中
央
公
民
館

一
階
ホ
ー
ル
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武垣臣村上の墓

実　は　か
国　知、
で　ら　ま

死　ぬ∴た

蜜内火災・救

急発生状況

（1月一7月）

みなさんの役場です　電話（3）1234

白

め
ず
ら
し
い
地
名
に
心
を
ひ
か
れ
る
。

道
は
た
に
清
澄
柱
を
見
つ
け
た
の
で
、

杜
の
中
の
お
宮
を
訪
う
気
に
な
っ
た
。

そ
の
途
々
、
ふ
と
自
軍
と
い
う
慧
味
を

考
え
る
。
考
え
る
と
い
う
よ
り
推
理
す

る
と
言
う
方
が
当
っ
て
い
ろ
だ
ろ
う
。

古
い
時
代
こ
の
日
輩
地
方
は
、
美
し

い
白
砂
の
浜
た
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

（九）

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

家
庭
で
の
防
火
管
理

掌る
。
い
つ
頃
の
戦
の
時
か
わ
か
ら
な
い

が
、
傷
つ
い
た
さ
む
ら
い
が
、
こ
こ
ま

で
落
ち
の
び
て
き
て
、
最
後
を
む
か
え

だ
の
だ
ろ
う
。

そ
の
時
、
せ
め
て
聞
き
つ
た
え
た
、

そ
の
名
綱
を
稗
に
刻
ん
で
此
処
に
残
し

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
そ
の
さ
む
ら

い
の
苦
し
い
息
の
下
か
ら
聞
い
た
武

努
を
た
た

え
ろ
た
め

ん
で
ゆ
く

人
を
哀
れ

ん
だ
た
め

か
、
里
人

い
ざ
と
い
う
時
、
火
革
の
通
報
や
初

期
消
火
、
避
難
な
ど
を
家
族
が
分
担
し

て
行
な
え
る
よ
う
に
各
自
の
役
割
を
決

め
て
お
き
、
そ
の
計
画
ど
お
り
に
実
行

で
き
る
か
実
際
に
練
習
し
て
み
ま
し
ょ

ヽ
つ
○
▽
役
割
分
担
の
一
例

○
外
出
時
、
就
寝
前
の
火
の
元
の
点
検

は
マ
マ
が
す
る
。

○
火
菌
に
な
っ
た
場
合
、
消
防
署
へ
の

通
報
は
パ
パ
が
す
る
。

○
ポ
ク
は
、
避
難
す
る
と
と
も
に
近
所

の
人
に
大
声
で
知
ら
せ
る
。

○
老
人
や
子
供
は
逝
難
し
や
す
い
部
屋

に
や
す
ま
せ
る
。

○
老
人
や
子
供
の
避
難
、
誘
導
は
マ
マ

が
す
る
。

○
日
頃
か
ら
最
低
2
方
向
へ
避
難
で
き

る
よ
う
に
通
路
や
玄
関
に
物
を
置
か

ない。

昭
和
5
3
年
住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

を
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
は
見
当
ら
な

か
っ
た
が
、
常
緑
樹
の
よ
く
繁
っ
た
中

に
ひ
そ
か
な
繭
が
あ
っ
た
。
餌
時
雨
が

さ
ん
さ
ん
と
降
る
ひ
る
さ
が
り
だ
っ

た。

そ
こ
か
ら
少
し
登
る
と
、
右
手
の
崖

の
夏
草
の
繁
っ
た
中
に
ひ
っ
そ
り
と
眠

る
一
つ
の
基
稗
が
あ
る
。
稗
面
に
は
、

菊
池
肥
後
守
試
重
臣
村
上
之
基

と
だ
け
彫
ら
れ
た
自
然
石
で
、
こ
の
あ

た
り
で
は
産
出
し
な
い
よ
う
な
石
で
あ

の
美
し
い
心
が
が
思
わ
れ
る
よ
う
だ
。

さ
び
し
ら
に
キ
ス
の
草
原
夏
ふ
か
む

愛
を
送
る
木
立
の
ま
ひ
る
黒
々
と

自
軍
は
職
掌
で
あ
り
、
「
は
ぐ
さ
」
と

よ
む
。
狗
尾
華
（
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
）
、

タ
ノ
ヒ
工
、
ク
サ
ピ
工
と
い
う
謡
を
害

す
ろ
草
の
こ
と
と
も
聞
く
。
そ
ん
な
草

が
多
生
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
せ
め
て
そ
ん
な
草
で
も
美
し
く
見

た
い
こ
と
か
ら
生
れ
た
自
軍
で
あ
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
（
片
山
花
御
史
）

我
国
の
住
宅
事
情
は
、
年
々
改
善
さ

れ
、
住
宅
の
規
模
も
次
第
に
大
き
く
な

り
、
一
人
当
た
り
の
塵
数
も
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。

し
か
し
都
市
圏
で
は
今
も
な
お
人
口

の
集
中
が
続
い
て
お
り
、
核
家
族
化
に

よ
る
世
常
数
の
増
加
や
高
い
地
価
な
ど

と
あ
い
ま
っ
て
住
宅
の
問
題
は
依
然
と

し
て
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
切
実
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
照
時
間
や
公
共
鮭
談
な
ど

住
宅
を
と
り
ま
く
境
塊
に
も
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
、
更
に
全
国
的
に
み
て

住
宅
の
数
は
世
帯
の
数
を
上
回
り
、
忠

的
に
は
一
世
措
一
住
宅
と
な
り
、
住
宅

不
足
の
事
博
は
一
応
緩
和
さ
れ
ま
し
た

が
、
世
帯
人
員
と
比
べ
た
住
宅
の
広
さ

や
住
宅
の
設
備
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
質
の

面
で
は
ま
だ
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
て
い
く

か
は
、
将
来
に
わ
た
る
国
民
生
活
の
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
住
宅
統
計
調
査
は
、
こ
の
よ

う
な
住
宅
の
現
状
と
推
移
を
と
ら
え
、

住
宅
建
設
5
カ
年
計
画
な
ど
の
施
策
の

立
案
に
不
可
欠
な
資
料
を
提
供
す
る
た

め
、
本
年
1
0
月
1
日
全
国
的
な
規
模
で

行
な
わ
れ
、
全
国
の
約
棚
方
の
住
宅
、

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
従
来
か
ら
調
べ

て
き
た
世
帯
人
員
と
居
住
室
の
使
用
状

況
、
住
宅
の
環
境
な
ど
に
加
え
て
、
新

た
に
居
住
水
埠
を
み
る
た
め
の
従
前
の

居
住
地
及
び
そ
の
居
住
状
況
、
住
宅
取

得
の
状
況
等
に
つ
い
て
も
調
べ
ろ
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
遠
賀
町
の
調
査
対
象
地
域

は
、
広
渡
字
安
丸
付
近
、
今
古
賀
字
新

川
の
一
部
、
虫
生
連
字
沌
ノ
上
付
近
の

3
カ
所
と
な
っ
て
お
り
、
9
月
2
4
日
か

ら
調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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10月10日は目の愛護デー

加
入
手
続
は
済
み
ま
し
た
か

国
民
健
康
保
険
　
へ

。
退
職
等
で
会
社
の
保
険
を
や
め
た
人

。
他
の
市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
転
入
し
た
人

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
人

。
子
供
が
生
ま
れ
た
人

こ
ん
な
人
は
す
ぐ
に
後
潟
に
届
け
出

を
し
て
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
す
ぐ
に
届
け
出
を

し
な
い
で
、
2
週
間
以
上
遅
れ
て
加
入

手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
、
保
険
税
は
前

記
の
事
柄
が
生
じ
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
徴
収
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
証
を

使
え
る
の
は
、
保
険
証
を
発
行
し
た
目

か
ら
し
か
使
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
損

を
す
る
か
た
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
前

記
の
よ
う
な
事
柄
が
生
じ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
役
場
厚
生
課
国
民
健
康
保
険
係

ま
で
屈
け
出
て
、
加
入
手
続
を
す
ま
せ

て
下
さ
い
。

凶
器
使
用
犯
罪
を
追
放
し
ま
し
ょ
う

凶
器
を
使
っ
た
強
盗
、
殺
人
な
ど
の

凶
悪
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
和
で

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
次
の
点
に

ご
協
力
下
さ
い
。

▽
け
ん
銃
や
爆
発
物
、
許
可
を
受
け
て

い
な
い
猟
銃
や
刃
物
を
持
っ
て
い
る

者
を
見
た
り
問
い
た
り
し
た
ら
、
す

ぐ
m
番
す
る
。

▽
包
丁
、
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
は
、
人

目
に
つ
か
な
い
所
に
保
管
す
る
。

▽
許
可
を
受
け
た
猟
銃
、
空
気
銃
は
分

解
し
て
カ
ギ
の
か
か
る
丈
夫
な
保
管

庫
に
保
管
す
る
。

▽
使
用
し
な
い
銃
、
刀
剣
、
刃
物
は
暫

祭
に
届
け
出
て
廃
棄
す
る
。

▽
理
由
な
く
刃
剣
、
刃
物
…
な
ど
を
携

帯
、
運
搬
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
理
由
な
く
刀
剣
、
刃
物
を
持
ち
歩
い

て
い
る
者
を
見
た
り
問
い
た
り
し
た

ら
、
す
ぐ
m
番
す
る
。

▽
旧
軍
人
や
そ
の
道
族
の
方
で
、
旧
軍

用
け
ん
銃
、
銃
剣
な
ど
を
お
持
ち
の

方
は
、
澄
蕪
へ
お
届
け
下
さ
い
。

▽
模
造
け
ん
銃
（
モ
デ
ル
ガ
ン
を
改
造

し
た
も
の
）
を
持
っ
て
い
る
者
を
見

た
り
問
い
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

m
番
す
る
。

事
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し

て
ほ
し
い
、
こ
ま
っ
た
、
ど
う
し
ま

う
、
な
ど
の
と
き
は
行
政
相
談
を
利
用

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

1
0
月
1
5
日
か
ら
1
週
間
は
「
行
政
相

談
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
日
頃
の
悩
み

や
要
望
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
相
談
内

容
は
秘
密
で
、
貫
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

遠
賀
町
の
行
政
相
談
員
は
広
渡
の
石
橋

多
七
さ
ん
で
す
。
宙
話
は
⑨
0
2
2
3

講
談
鰯
を
受
け
ま
す

福
岡
県
で
は
、
次
の
日
程
で
移
動
県

政
相
談
、
交
通
事
故
相
談
を
開
設
し
ま

す。
福
祉
、
年
金
、
道
路
、
保
健
な
ど
県

政
一
般
に
対
す
ろ
蔑
見
や
要
望
、
苦

情
、
交
通
寧
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
日
時
　
　
9
月
2
7
日
（
水
）

1
3
時
～
1
6
時
ま
で

▽
場
所
　
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

し
て
い
く
こ
と
が
赤
い
羽
根
の
ね
が
い

で
す
。
赤
い
羽
根
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

シ
ン
ボ
ル
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
善

悪
が
集
っ
て
、
大
き
な
輪
に
な
る
よ

う
、
こ
の
連
動
に
臨
力
し
ま
し
ょ
う
。

3
狩
あ
え
伝
い

ら
金

、刀自

ご
存
知
で
す
か

行
政
相
識
制
度

毎
政
相
談
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
た
め

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。
役
所
の
仕

本
年
も
1
0
月
1
日
か
ら
全
国
的
に
赤

い
羽
根
の
共
同
募
金
連
動
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
合
言
葉
は
、
．
あ
な
た
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
〟
。
お
互
い
の
だ
す
け
あ

い
に
ひ
と
り
ひ
と
り
が
す
す
ん
で
参
加

※
計
量
畿
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

計
量
器
を
取
引
上
又
は
証
明
上
に
使

用
す
る
者
は
計
量
法
で
定
期
的
に
検
査

を
受
け
ろ
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
次
の
と
お
り
そ
の
検
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
洩
れ
の
な
い
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
　
昭
和
5
3
年
1
0
月
4
日
（
水
）

1
0
時
か
ら
1
6
時

▽
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

前
（
郵
便
局
街
）

▽
検
査
手
数
料
　
六
百
円
以
内

※
危
険
物
頂
扱
者
保
安
講
習
会
の
開
催

▽
諒
酉
朔
日
　
1
0
月
4
、
5
、
6
日

∇
請
習
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
5

の
1
、
福
岡
市
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
申
し
込
み
と
問
い
合
せ
先
　
福
岡
市

中
央
区
天
神
1
の
1
の
1
、
県
庁
内

消
防
災
害
課
、
宙
話
0
9
2
（
7
8

1
）
1
1
1
1
内
線
5
8
1
ま
で
。

▽
そ
の
他
　
申
し
込
み
用
紙
は
、
役
濁

住
民
課
に
も
あ
り
ま
す
。

※
空
手
教
室
生
徳
の
着
果

∇
対
象
　
小
学
、
中
学
、
高
校
生
、
及

び
一
般
も
募
集
中

▽
藤
習
日
　
毎
過
火
曜
、
金
圃
日

▽
時
間
　
午
後
7
時
～
8
時
約
分

（
一
般
は
9
時
ま
で
練
習
で

き
ま
す
。
）

▽
指
導
着
　
装
秀
会
総
本
部
道
場
の
有

段者。

◎
昇
級
、
昇
段
審
査
が
年
間
数
回
あ
り

各
大
会
に
も
出
場
で
き
ま
す
。

▽
希
望
者
は
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
か

左
記
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

o
理
詰
③
1
5
7
0
　
中
井

⑧
1
2
3
4
（
役
場
内
）
半
田

※
福
岡
環
警
察
官
の
募
集

詳
細
は
、
八
幡
西
区
折
居
、
折
尾
啓

蒙
署
輩
務
係
ま
た
は
各
派
出
所
、
駐

在
所
ま
で
お
固
い
合
せ
下
さ
い
。

※
福
岡
県
職
員
（
中
級
・
初
級
）
採
用

拭
験
詳
細
は
、
福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町

2
の
5
、
西
銀
博
多
ビ
ル
内
福
岡
県

人
事
委
員
会
事
務
局
、
寓
話
0
9
2

（
2
9
1
）
3
0
6
1
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
韻
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
村
田
チ
サ
ト
殿

（
今
古
賀
）
　
村
田
　
誼
様

故
竹
内
ウ
メ
　
殿

（
若
　
松
）
　
竹
内
　
吾
郎
様

故
石
井
ケ
イ
　
殿

（
浅
　
木
）
　
石
井
　
初
次
様

故
人
江
連
雄
　
殿

（
新
　
町
）
　
入
江
タ
ツ
コ
様
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圏圃

予
防
接
穂
法
に
よ
り
接
謡
、
投
与
の

前
日
か
ら
一
週
間
前
に
役
場
に
印
鑑

持
参
の
う
え
、
接
種
、
投
与
の
申
込

み
を
し
、
問
診
票
、
注
悪
書
を
受
け

取
り
、
接
穂
、
投
与
の
当
日
持
参
下

さい。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
魔
炎
）

∇
期
　
日
　
的
月
1
3
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
－
1
4
時

投
与
　
1
3
時
約
分
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

▽
対
象
者
　
3
カ
月
－
1
8
カ
月
児

▽
接
種
方
法
生
後
3
カ
月
～
1
8
カ
月
の

間
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
授
与

▽
持
参
晶
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風

（
三
種
混
合
）

▽
期
　
日
　
9
月
％
日
（
火
）

1
0
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
接
超
方
法

▽
持
参
晶

▽
そ
の
他

※
乳
児
相
披

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
場
　
所

▽
持
参
品

▽
内
　
容

Ⅱ
月
1
4
日
（
火
）

1
2
月
7
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
3
0
分
～
鳩
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

第
1
期
　
生
後
2
4
～
4
8
カ

月
児
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後

1
2
－
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

第
1
期
　
4
回
の
内
い
ず

れ
か
3
回
接
種

第
2
期
　
4
回
の
内
い
ず

れ
か
1
回
接
穂

問
診
票
・
母
子
手
帳

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（

二
種
混
合
）
　
ワ
ク
チ
ン
で

実
施
す
る
蕾
も
あ
り
ま
す

1
0
月
1
6
日
（
月
）

1
0
時
～
Ⅱ
時
3
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

密
等
の
相
談
指
導

※
乳
児
一
斉
榛
鯵

∇
期
　
日
　
9
月
2
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
－
1
4
時

検
査
　
1
3
時
0
0
分
～
1
4
時

約
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

▽
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
乳
児
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
わ
か
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
下
さ
い
。

※
ま
ず
検
鯵
／
元
気
に
み
え
で
も
ガ
ン

年
令
（
青
ガ
ン
検
珍
受
付
）

▽
期
　
日
　
1
0
月
1
9
・
2
0
日
（
木
・
金
）

▽
時
　
間
　
9
時
か
ら
（
1
0
時
柳
分
ま

で
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

▽
費
　
用
　
二
千
五
百
円
（
内
千
五
百

円
を
町
が
補
助
し
ま
す
）

▽
定
　
員
一
日
当
り
百
名
（
計
二
百

名）

▽
申
込
み
場
所役
掲
厚
生
課
衛
生
係

∇
申
込
み
期
限
9
月
2
1
日
か
ら
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

申
込
み
は
帥
鑑
と
千
円
を
添
え
て
直

接
窓
口
ま
で

※
母
子
手
恨
発
行
日

▽
発
行
日
　
毎
月
第
2
第
1
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時

▽
そ
の
他
　
く
わ
し
く
は
「
広
報
お
ん

が
」
の
8
月
号
を
こ
ら
ん

下
さ
い
。

※
轟
ヘ
ビ
（
ま
む
し
）

の
血
清
が
あ
り
ま
す

役
場
衛
生
係
で
は
費

へ
ビ
事
故
防
止
の
た

穿

め
、
ま
む
し
用
の
血
清
を
保
管
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
か
ま
れ
た
ら
御
利

用
下
さ
い
。

、
遺
∴
－
質
　
町

〇
番
注
射
済
犬
　
　
八
百
五
十
円

○
そ
の
他
の
犬
　
千
百
五
十
円

∇
不
用
犬
引
取
り

1
0
月
1
2
日
　
　
1
3
時
5
0
分
～
鳩
時

役
揚
衷
庫
前

※
無
縁
墳
墓
の
敵
弾
が
あ
り
ま
す
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

遠
賀
町
で
こ
の
1
・
2
年
の
蘭
、
飼

い
犬
に
か
ま
れ
る
容
赦
が
多
数
お
こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
半
が
、
狂
犬

病
予
防
注
射
並
び
に
登
録
を
受
け
ず

に
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く

す
た
め
、
き
め
ら
れ
た
こ
と
は
守
り

ま
し
ょ
う
。

▽
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
屈
出
先

▽
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
届
出
先

宮
崎
県
日
向
市
大
字
塩
見

字
碓
崎
9
8
7
番
地
1
8

椛
埼
基
地

昭
和
5
3
年
9
月
2
0
日

日
向
市
役
所
衛
生
清
掃
課

日
向
市
本
町
1
0
番
5
号

三
重
県
安
芸
郡
芸
波
町
河

内
3
6
4
7
の
1
番
地

無
し昭
和
5
3
年
9
月
0
0
白

雲
演
町
大
字
林
1
9
1
1

の
2
番
地
　
落
合
　
学

偶
語
0
5
9
2
6
5
・
2

．
4
－
5
｛
o

※
秋
期
狂
犬
癖

予
防
注
射

▽
日
時
と
場
所

○
同
月
2
日
（
月
）

虫
生
津
公
民
館

1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

浅
木
小
学
校
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

0
1
0
月
1
2
日
（
木
）

畠
門
小
学
校
　
1
0
時
～
n
時
0
0
分

役
現
窟
前
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
料
　
金

表
　
紙

ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
が
完
成

し
た
ば
か
り
の
広
漠
小
学
校
で

今
年
の
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
以
前
と
ち
が
っ
て
明
る

い
の
で
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

な
つ
か
し
い
人
と
出
会
っ
て
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
人
達
や
、
は

ず
か
し
い
の
か
笠
で
顔
を
か
く

す
踊
り
子
さ
ん
が
い
た
り
し

て
、
夜
お
そ
く
ま
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。


